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大会名 〔 〕平成27年度全国中学校体育大会

第37回　全国中学校軟式野球大会
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　伸びのあるストレートと変化球を巧みに操る共和中のエース森と、本格派投手、大塚俊を擁する岐北中の対決が注
目された試合は、共和中に軍配が上がった。
　共和中は出塁すると、盗塁を敢行する積極的な走塁と、そこに効果的な安打が加わり、２、３、５回にそれぞれ１
点ずつを挙げ、攻撃のリズムを最後まで相手に譲らなかった。特に、１番岩野の積極的な走塁と、３番松屋の好打に
光るものがあった。また、７回に継投した七田は、ストレート中心の配球で、三者凡退に抑えた。
　岐北中は、エース大塚俊を中心に堅い守りを見せ、３失点で抑えていたが、６回に２点を挙げられ、万事休した。
しかしながら、最後まで仲間を励まし声を出し続けるなど、最後まで諦めない姿勢は、中学野球の見本となるもので
あり、大いに称賛されるものであった。

【先制のホームを踏む，森】

【見事に抑えた七田】
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